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　進めよう進めよう
　資源回収と再使(利)用資源回収と再使(利)用
��������～市政トピックス～市政トピックス
��������～人事異動～人事異動
��������～お知らせワイド版～お知らせワイド版
��������～真庭が好きっ読者の広場～真庭が好きっ読者の広場
��������～ぐるっと真庭まちの話題～ぐるっと真庭まちの話題
��������～～真庭市の木・花・鳥など真庭市の木・花・鳥など
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　��月月����日、富尾子供会による資源回収が日、富尾子供会による資源回収が
同地区で行われました。子どもたちは、保護同地区で行われました。子どもたちは、保護
者らが集めた新聞紙やダンボールなどを手者らが集めた新聞紙やダンボールなどを手
際よく所定のコンテナに入れていきました。際よく所定のコンテナに入れていきました。
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進
め
よ
う
！

資
源
回
収 
と 

再
使 （ 
利 
） 用

　

ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
の
た
め
、
わ
た
し
た
ち
は
日

ご
ろ
各
家
庭
で
分
別
回
収
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
大
き
な
意
義
を
持
ち
ま
す
が
、
そ
う

し
た
分
別
回
収
を
家
庭
で
は
な
く
「
資
源
回
収
」
な
ど
と

し
て
集
団
で
行
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
環
境
学
習
に

つ
な
げ
る
人
た
ち
、
あ
る
い
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ

な
げ
る
人
た
ち
が
い
て
、
真
庭
市
も
、
そ
う
し
た
活
動
を

推
進
し
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、
市
内
の
集
団
回
収
の
取
り
組
み
や
、
ご
み
の

再
使（
利
）用
に
向
け
た
取
り
組
み
を
取
材
し
ま
し
た
。
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「
使
い
捨
て
の
社
会
」
か
ら
、
ご

み
を
減
ら
し
、
資
源
を
大
切
に
す

る
、
い
わ
ゆ
る
「
資
源
循
環
型
の

社
会
」
へ
の
転
換
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
真
庭
市
で
も
、
資
源
循

環
型
社
会
へ
の
仕
組
み
づ
く
り
を

環
境
政
策
の
大
き
な
柱
と
し
、
そ

の
中
の
具
体
的
な
施
策
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
ご
み
の
減
量
化
と
資
源

化
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

資
源
ご
み
の
分
別
方
法
も
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
ほ
ぼ
定
着
し
た
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
の
減
量
化
や
資
源

化
を
進
め
る
た
め
、
市
民
と
行
政

の
協
働
に
よ
る
取
り
組
み
と
し

て
、
真
庭
市
資
源
回
収
推
進
団
体

等
報
奨
金
制
度
を
設
け
「
資
源
回

収
団
体
」
の
集
め
た
資
源
ご
み
の

量
に
応
じ
て
報
奨
金
を
交
付
す
る

な
ど
、
そ
の
活
動
を
支

援
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
運
営
に
よ
る
「
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま
に

わ
」「
リ
ユ
ー
ス
プ
ラ
ザ

醍
醐
の
里
」
の
活
動
を

通
じ
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
に「
も
っ
た
い
な
い
」

の
意
識
を
持
っ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、「
�
Ｒ

活
動
」
の
推
進
に
向
け

た
広
報
・
啓
発
活
動
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
と
て
も

地
道
で
成
果
に
表
れ
に
く
い
も
の

で
す
が
、
市
内
の
ご
み
の
回
収
量

を
表
す
グ
ラ
フ
を
み
て
み
る
と
、

全
体
量
そ
の
も
の
が
減
少
傾
向
に

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ

に
は
人
口
減
少
な
ど
の
要
因
が
関

わ
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
確
実
に
ご
み
の
量
は
減
っ
て

い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
注
目
し
た
い
の
は
、
資
源

回
収
団
体
の
回
収
量
で
、
資
源
ご

み
全
体
の
約
�
割
を
占
め
て
い
ま

す
。
資
源
回
収
団
体
の
活
動
が
、

ご
み
の
資
源
化
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

た
だ
、
こ
れ
だ
け
で
は
資
源
化
と

し
て
十
分
で
あ
る
と
は
言
え
ま
せ

��������	
�
�������
　真庭市でごみ処理などを担当するのが市民生活部環境課です。環
境課の狭間課長に、真庭市のごみ処理の状況や、資源化・減量化に
対する考え方、そして取り組みなどについて話をうかがいました。

※エコバッグの利用や簡易包装の選択など、ごみを出さない取り組みＲｅｆｕｓｅ
（リフューズ：発生抑制）を加えて��と呼ぶ場合もあります。

種類別ごみの量の推移（真庭市）
（t）�

可燃　　不燃　　粗大　　資源（クリーンセンター）　　資源（回収団体）�
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環境課課長　狹間　強

ん
。
分
別
の
細
分
化
な
ど
、
さ
ら

な
る
資
源
化
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
余
地
が

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
お
力

を
お
借
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
ご
み
の
減
量
化
や

資
源
化
に
つ
い
て
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（リデュース＝ごみを減らす）
ごみにならないように工夫する
例…過剰包装を断る。食べ残しを出さない。
　　詰め替え商品を選ぶ。

�������

�
�
活
動

（リユース＝再使用する）
ごみとして捨てずに生かして使う
例…フリーマーケットやリサイクルショッ
　　プなどを利用する。譲ったり交換する。

������

（リサイクル＝再生利用する）
もう一度資源・原料として使う
例…ゴミを分別する。リサイクル商品を選ぶ。
　　資源回収を行う。

��������



ペット�
ボトルが…�

使い捨て乾電池が…�

ガラスビンが…�
プラ製品やプラ容器が…�

繊維製品�形成品�

鉄�

焼成�
タイル�

建築・�
土木材料� 固形燃料�

擬木�
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　ごみの分別方法が市内でほぼ統一化され、�年が経過しました。これについては広く定着しているようです
が、やはり未だ疑問に思うことなどもあるのではないでしょうか。
　ここでは、ごみの減量化・資源化のための全市的な取り組みである「分別回収」について、理解を一層深め
ていただくため、資源ごみのリサイクルのゆくえや、よく寄せられる質問について調べてみました。

生生 かされるかさ れる

資源資源ごみ ご み
細かく粉砕された細かく粉砕された
ペットボトルペットボトル

資
源
ご
み
は
ど
の
よ
う
に

生
か
さ
れ
て
い
る
の
？

　

皆
さ
ん
は
資
源
ご
み
が
ど
の
よ
う
に
生
か

さ
れ
て
い
る
か
ご
存
知
で
す
か
。
資
源
ご
み

の
再
利
用
に
あ
た
り
、
一
般
的
な
の
は
、
同

じ
も
の
を
作
る
た
め
の
素
材
と
し
て
利
用
さ

れ
る
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
さ
ま
ざ

ま
な
も
の
に
生
ま
れ
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
い

く
つ
か
例
を
挙
げ
て
み
ま
し
た
。
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分別回収に関す る  Q   ��  A
Ｑ　ペットボトルやビン、カンなど、いずれもよく洗わなければ
　ならないのはなぜですか。
Ａ　汚れが再生後の品質に影響を与えるためです。汚れたものを再度分別、あるいは洗
　浄することは手間もコストもかかるため、引取業者も汚れた製品が混ざった荷は引き
　取ってくれません。そのため、せっかく分別していただいていても、リサイクルでき
　ない場合もありますので、汚れがある場合はよく洗ってください。

Ｑ　プラスチック容器包装類とは、どういったものですか？
Ａ　プラスチック容器包装類とは、プラスチックマークのついた液体洗剤の容器やカッ
プめんの容器（洗ってください）、スナック菓子などの袋（中身のかすを取ってくだ
さい）、ペットボトルのふたなどで、これらはすべて資源ごみの袋に一緒に入れて出
すことができます。ただし、植物油の容器やマヨネーズ、歯磨きチューブなどの、洗
っても汚れが落ちないものは、燃えるごみとして出していただいても差し支えありま
せん。

Ｑ　パソコンの処分方法を教えてください。
Ａ　家庭用のパソコンについては、「資源の有効な利用の促進に関する法律」に基づき、パソコンメーカー
が引き取って、資源として再利用することになっています。処分する場合は、まず廃棄したいパソコンの
メーカーに依頼してください。メーカーから「エコゆうパック伝票」が送られてきますので、梱包のうえ、
伝票を貼り付けて郵便局に持ち込んでください。
　※自作パソコンおよび撤退メーカーの場合は
　　「パソコン��推進協会」℡��-����-����にお問い合わせください。
　�処分料金の目安（平成��年�月以前に販売されたパソコンは、処分の際にリサイク
　　ル料金が必要です）

　
　　※平成��年��月以降に販売されたパソコンは、購入価格にリサイクル料金が含まれていますので新たな
　　　負担はありません。

Ｑ　家電�品目（テレビ、エアコン、洗濯（衣類乾燥）機、冷蔵（凍）庫）の処分方法を教えてください。
Ａ　家電�品目は、家電リサイクル法に定められた方法で処分することになります。
　�対象品目とリサイクル料金（主なメーカーの例）

　
　　※リサイクル料金は家電メーカーによって異なる場合がありますのでご注意ください。
　�処分方法と消費者の負担

　　※�、�についてはリサイクル料金を郵便局で支払うことになります。
　　　（別途振込み手数料が必要）
　　※家電指定取引場所については、環境課へお問い合わせください。

冷蔵（凍）庫洗濯（衣類乾燥）機エアコンテレビ（液晶・プラズマ含む）品目

�,���円����以下
�,���円�,���円

�,���円��型以下
料金

�,���円����以上�,���円��型以上

消費者の負担処分方法

リサイクル料金＋収集運搬料金（小売店に支払う）
収集運搬料金の額は小売店にお尋ねください。

①買い替えなどの際に消費者が直接小売店に
　引き渡す

リサイクル料金＋運搬料金（クリーンセンターで支払う）
運搬料金は、�品あたり一律�,���円

②消費者が郵便局でリサイクル料金を支払い、
　クリーンセンターに持ち込む

リサイクル料金のみ
③消費者が郵便局でリサイクル料金を支払い、
　家電指定引取場所へ持ち込む

液晶ディスプレイ���ディスプレイノートパソコンデスクトップパソコン本体

�,���円�,���円�,���円�,���円

その他、分別については各世帯に配付している「家庭ごみ分別表」

をご覧ください。（写真はクリーンセンターまにわ用）
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真
庭
市
資
源
回
収
推
進
団
体
等

報
奨
金
制
度
は
、
登
録
さ
れ
た
団

体
が
、回
収
し
た
対
象
品
目
を
資
源

回
収
指
定
業
者
（
市
内
�
業
者
）

に
引
き
取
っ
て
も
ら
う
な
ど
し
、

そ
の
量
を
環
境
課
に
報
告
す
る
こ

と
で
報
奨
金
が
交
付
さ
れ
る
制
度

で
す
。

■
団
体
の
登
録

　

資
源
回
収
団
体
に
つ
い
て
は
、

そ
の
所
在
や
活
動
実
態
を
把
握
す

る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
市
に
登
録

し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
登

録
に
は
、

①
真
庭
市
内
に
活
動
拠
点
を
持
つ

　

団
体
で
あ
る
こ
と
。

②
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
性
格

　

を
持
っ
て
い
る
こ
と
。

③
営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体
で

　

あ
る
こ
と
。

の
�
つ
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
が

必
要
で
す
。
団
体
に
は
、
環
境
課

に
用
意
し
て
い
る
「
資
源
回
収
推

進
協
力
団
体
登
録
申
請
書
」
を
提

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
対
象
品
目

　

報
奨
金
の
対
象
と
な
る
品
目

は
、
①
古
紙
類　

②
繊
維
類　

③

ビ
ン
類　

④
金
属
類　

⑤
そ
の
他

地
域
や
団
体
で
集
団
回
収

地
域
や
団
体
で
集
団
回
収

資
源
回
収
団
体

資 
源 
回
収
団
体

再利用可能な資源を集団回収する
団体を応援します

���
��������	
�����

有
価
物
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
）

の
�
品
目
で
す
。

■
報
奨
金
の
額

　

対
象
品
目
�
キ
ロ 
㌘ 
当
た
り
�

円
で
す
。

■
報
奨
金
の
交
付
申
請

　

報
奨
金
の
交
付
を
受
け
る
団
体

は
、
交
付
申
請
書
に
持
ち
込
み
量

の
わ
か
る
証
明
書
な
ど
を
添
え
、

期
限
内
に
環
境
課
に
提
出
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
制
度
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と

は
、
環
境
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　真庭市では、ごみの減量化と資源再利用につい

て、より効果的な推進を図るため、「真庭市資源

回収推進事業」により、再利用可能な資源の集団

回収を行った団体（資源回収団体）に対して報奨

金を交付しています。

　団体数は、平成��年度当初で���団体。自治会

や子ども会、老人クラブ、あるいは学校のＰＴＡ

など、さまざまな団体が制度を利用しています。

美川小学校資源回収（美川小学校資源回収（������））
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そのほか市内では、任意団体
などの間で、次のような取り組
みも行われています。（一部）

アルミ缶（タブ）、
ペットボ トルのふたの回収

　学校などでは、ボランティア活動とし
てアルミ缶（タブを含む）やペットボト
ルのふたを集めています。市からの報奨
金や回収業者による買い取りで得たお金
が、車椅子や、海外でのワクチン購入費
用などにあてられています。

���������	
��


　上町自治会（落合垂水）

では、老人クラブが主体

となって廃品回収を行っ

ています。年を重ね、体

力的には厳しいですが、

この地区は事業所なども含めて取り組みに協力的で、

また、人々の分別に対する意識が高く、毎回きちんと

分けられているためとても助かっています。これも集

団回収の賜物なのかもしれませんね。

住民の分別に対する
意識の高さに驚き

垂水上町老人クラブ会長
桑田　久さん（落合垂水）

　河内小児童がタブとペットボトルのふたを集め、ボ
ランティア活動を行う団体に手渡しました（�/��）

ベルマークの回収

　学校や福祉施設が、ベルマークを集め
てベルマーク教育助成財団に送付する
と、�点�円換算で預金化され、預金を
利用して協力会社から教育に関する商品
などを購入することができます。

　勝山小�年生がベルマークを集め、勝山保育園に
ブロックを寄付しました。（�/��）

使用済てんぷら油の回収

　真庭市湯原温泉では、湯原町旅館協同
組合と地域が協力し、資源循環型社会に
向けた取り組みとして、使用済みてんぷら
油を回収・利用しています。 集められた油
は市内業者でディーゼルエンジン用燃料
にされ、地元商用車に使われています。

　富尾自治会では、子供会の事業で集団回収を行って

います。メンバーは皆、小さいころから参加している

ので、どういう風に分別をしたら良いのかだいたい理

解できていると思います。環境について深く考えると

難しくなるけど、でも、この作業は“わたしたちがき

ちんとすべきこと”なんだと思っています。

深く考えると難しいけど、きちんとすべきこと

資源の大切さを
地域全体で実感

阿口学園ＰＴＡ代表
森近　勝さん（阿口）

　阿口小学校区では、小

学校のＰＴＡ活動の一環

として、年に�回子ども

と保護者が地域を巡回

し、資源ごみを集めてい

ます。地域の皆さんの協力を得ながら各戸を巡回する

ことで、資源の大切さをより地域全体で実感できてい

るように思われます。今後もエコ活動の一環として取

り組んでいきたいと思います。

　集団回収の取り組みは、地域にどのような効果をも
たらすのでしょうか。市内で集団回収を行っている
方々に話を伺いました。

富尾子供会
班長

矢萩麻侑さん
（富尾） 写真中央
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��
も
っ
た
い
な
い

も
っ
た
い
な
い
��の
精
神
で

 
の
精
神
で

不
用
品
を
橋
渡
し

不
用
品
を
橋
渡
し

プ
ラ
ザ

　
　
   
プ 
ラ 
ザ

　

ご
み
の
減
量
化
と
資
源
化
の
た
め
の
取
り
組
み
の
中
で
最
も
環
境

負
荷
が
少
な
い
の
は
、「
今
あ
る
も
の
を
引
き
続
き
使
う
」
と
い
う
こ

と
。
そ
こ
で
市
で
は
「
リ
ユ
ー
ス
プ
ラ
ザ
醍
醐
の
里
」
と
「
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
ま
に
わ
」
を
設
置
し
、
不
用
品
の
再
利
用
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
運
営
は
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
い
、
市
民
と
行
政
の
協

働
に
よ
り
、�
捨
て
る
に
は
も
っ
た
い
な
い
�
生
活
関
連
用
品
の
橋
渡

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
不
用
品
の
受
け
入
れ
は
、
施
設
に
よ
っ
て
条

件
が
異
な
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

リサイクルプラザまにわリ サ イ ク ルプラザ まにわ

　

旧
落
合
町
が
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
を
平
成　

〜　

年
ま
で
同
町
下

��

��

方
に
設
置
し
て
い
た
の
を
踏
ま

え
、よ
り
人
が
集
ま
る
環
境
に
と
、

平
成　

年
�
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

��

し
た
。
現
在
、
北
房
・
落
合
地
区

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員　

人
が
運

��

営
し
て
い
ま
す
。『
環
境
衛
生
委
員

を
務
め
、
十
分
使
え
る
モ
ノ
が
た

く
さ
ん
廃
棄
さ
れ
て
い
る
現
実
を

知
り
〝
使
っ
て
く
れ
る
人
に
橋
渡

し
を
�
と
い
う
思
い
で
設
立
を
呼

び
か
け
ま
し
た
』
と
話
す
の
は
会

長
の
中
山
稔
さ
ん
（
下
中
津
井
）。

リユースプラザ醍醐の里 醐の里 リ
サ
イ
ク
ル

リ
サ 
イ
ク
ル

リ
ユ
ー
ス

リ
ユ 
ー 
ス

運営：リサイクルプラザまにわの会運営：リサイクルプラザまにわの会

真庭市樫西真庭市樫西������（クリーンセンターまにわ内）（クリーンセンターまにわ内）

℡℡��������--����--��������

営業時間 月～金曜日および第営業時間　月～金曜日および第��、、��日曜日日曜日

（祝日および年末年始を除く）　　　　　（祝日および年末年始を除く） ��：：����～～����：：����

「掘り出し物が見つかるかもしれませんよ」
笑顔の会員さん。（写真左が有元さん）



手芸教室による作品の数々

　

毎
週
日
曜
日
に
会
員
が
常
駐

し
、
月
に
一
度
は
落
合
公
民
館
と

北
房
文
化
セ
ン
タ
ー
で
不
用
品
の

受
け
入
れ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

リユースプラザ醍醐の里リユースプラザ 醍 

「気軽においでください」取材当日作業して
いた会員の皆さん。（写真左が中山さん）

　クリーンセンターまにわ横のリサイクルプ

ラザ棟を利用し、平成��年�月にオープンし

ました。リサイクルラザまにわの会（会員��

名）は、久世地区で昭和��年代から手作り

石鹸の推進などを続けてきた「消費生活を

考える会」が母体。『環境問題に熱心な主

婦が集っています』と話すのは同会代表の有

元美都子さん（久世）不用品の橋渡しだけで

なく、月に一度、不用品を使った「リサイクル

手芸教室」を開催し、啓発も行っています。

�������
���������

�環境課
　 真庭市久世����　℡����-��-����

�コスモスクリーンセンター
　 真庭市宮地���-�　℡����-��-����

�クリーンセンターまにわ
　 真庭市樫西���　　℡����-��-����

�真庭北部クリーンセンター
　 真庭市蒜山初和���-�　℡����-��-����

��� Maniw a

�周年記念フェアを開催！
■日時　�月��日�　��：��～��：��
■内容　ばら寿司、澄まし汁のサービス、
即売･抽選･無料品コーナーの設置、工
房体験教室（牛乳パック利用小物入れ）
の設置、さき織りコーナーの設置、廃
食油リサイクルせっけんプレゼントなど

運営：真庭リユースプラザの会

真庭市鹿田���-�

（道の駅醍醐の里内）

℡����-��-����（日曜日のみ）

�問   環境課　����-��-����

営業時間　��：��～��：��

定休日　年末年始

※日曜日以外は無人ですが、

　自由に入ることができます。

　ごみは、わたしたち一人ひとりの意識ひとつ
で資源に変わります。
　わたしたちが目指すのは、「ごみ」に対する概
念を変えること。
　今の取り組みをさらに推進し、皆さんが「ご
み」を連想し浮かんでくるものが、これから先
「資源」として連想されるようになることを目指
します。
　

　ごみに関する質問については、環境課または
振興局・各支局市民福祉課へ。施設見学につい
てのご相談などは、最寄りの各クリーンセンタ
ーへお問い合わせください。

北部クリーンセンター職員による北部クリーンセンター職員による
ごみの学習会（ごみの学習会（������������久見保育園）久見保育園）

久世地区環境衛生指導員研修会久世地区環境衛生指導員研修会
（（������ クリーンセンターまにわ）クリーンセンターまにわ）
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消
防
庁
長
官
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章　

筒
井
一
行（
蒜
山
）　

宮
島
計
治（
落
合
）

森
田
純
史（
落
合
）　

松
尾　

浩（
勝
山
）

杉
村
勝
己（
湯
原
）

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章

飛
峪
信
介（
落
合
）　

山
口
正
義（
湯
原
）

精
績
章

森
田
純
史（
落
合
）　

松
下　

栄（
落
合
）

加
藤
浩
通（
久
世
）　

土
井
康
史（
勝
山
）

山
谷　

正（
勝
山
）　

安
田
祐
二（
美
甘
）

吉
岡
幸
郎（
蒜
山
）

勤
続
章

中
嶋
治
喜（
本
部
）　

飛
峪
信
介（
落
合
）

森
田
純
史（
落
合
）　

山
谷　

正（
勝
山
）

本
田
幸
雄（
勝
山
）　

山
口
知
昭（
美
甘
）

杉
村
勝
己（
湯
原
）　

横
辺
利
晴（
湯
原
）

濱
竹
泰
治（
湯
原
）　

高
見
貴
敬（
蒜
山
）

宮
本
隆
志（
蒜
山
）　

小
谷
典
利（
蒜
山
）

トピックス�

岡
田
知
博（
蒜
山
）　

岡　

雅
博（
蒜
山
）

半
田　

伝（
消
防
本
部
）　

安
田　

一（
消
防
本
部
）

牧
本
武
之（
消
防
本
部
）

岡
山
県
知
事
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

安
田
祐
二（
美
甘
）　

木
村
道
之（
久
世
）

田
口　

泉（
久
世
）　

土
井
康
史（
勝
山
）

山
谷　

正（
勝
山
）　

吉
岡
幸
郎（
蒜
山
）

優
良
消
防
団
員
章

上
山　

修（
北
房
）　

小
林
史
尚（
落
合
）

上
島
康
弘（
落
合
）　

中
田
完
司（
勝
山
）

山
�
伸
治（
美
甘
）　

丸
尾
英
治（
湯
原
）

西
田
周
吾（
湯
原
）

岡
山
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
労
章

沼
田
泰
郎（
北
房
）　

上
原
敏
弘（
落
合
）

原
田
喜
生（
久
世
）　

柴
田
正
志（
勝
山
）

小
野
田
好
登（
美
甘
）　

西
村　

茂（
湯
原
）

美
甘
篤
志（
蒜
山
）　

伊
井
定
敏（
消
防
本
部
）

　

�
月　

日
、
真
庭
市
消
防
初
出
式
が
白
梅
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
真
庭
市

��

消
防
職
団
員
や
来
賓
な
ど
約
千
人
が
出
席
し
た
式
で
は
、
団
長
訓
辞
や
来
賓
の
祝
辞
な
ど

で
士
気
を
高
め
ま
し
た
。
栄
誉
あ
る
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

※
掲
載
は
紙
面
都
合
に
よ
り
岡
山
県
消
防
協
会
長
功
労
章
表
彰
以
上
で
す
。

　

（　

）内
は
、方
面
隊
名
、順
不
同
、敬
称
略

真
庭
市

消　

防

初 
出 
式

写真右：ラッパ吹鳴は勝山方面隊
写真中：名誉ある表彰を受ける団員
写真左：団長、市長、消防長から訓辞を受けました
写真下：総指揮（川上副団長）の号令により高まる緊張



無火災を�
願って�
３月１日～７日の春季火災予防�
運動期間中、市内ではさまざま�
な行事が行われました。�

防火予防を呼びかけパンフレットを配付�

無火災と書かれたたすきを渡す選手�

家中の火の元をチェックします�

「気をつけてくださいね」�

第一走者がスタートしました�

一日こども署長  松田聖菜さん�

　２月28日、美川小学校３年で、ミュージカル・ビーボ所属の
松田聖菜さん（落合垂水）が「一日こども署長」に任命され、
消防本部や市内各所で火災予防の啓発活動を行いました。 
松田さんとミュージカル・ビーボの仲間８人は、住宅用火災
警報器を紹介したパンフレットを配布したり、介護老人保健
施設を訪問して踊りを披露しました。�

一日こども署長�

　３月７日、防火意識の向上を訴える「無火災まちづくり駅
伝大会」（久世方面隊主催）が、久世地区中心部のコースで
開かれ、91チームが参加。選手らは、沿道の声援を受けな
がら、懸命の走りを見せ、中継所でたすきを手渡すとともに、
無火災への願いをつなげていきました。�

無火災まちづくり駅伝大会�

　３月５日、独居老人宅を防火訪問し
（湯原分署、湯原方面隊女性団員、社
会福祉協議会主催）、査察票を活用し
た、きめ細やかな指導を実施しました。

訪ねた老人宅では、
住宅用火災警報器の
設置、火の元、暖房
器具の安全状況など
を確認したほか、日
常会話を通じて健康
状態を聞いたりしな
がら、防火を呼びか
けました。�

独居老人宅防火査察�

　消防団員数が減少する

一方で、女性消防団員数

は年々増加しており、全

国で約��,���人、岡山県内

で約���人（平成��年�月

�日現在）が活躍しています。これまでの消防

団は男性中心の組織でしたが、女性のもつソフト

な面や気配りなどが必要とされています。あなた

も女性消防団員として活動してみませんか。

�問   総務課 危機管理室　℡����-��-����

　  または、振興局および支局総務振興課まで

女性消防
団員募集

���Maniwa



トピックス�

の
流
通
か
ら
販
売
ま
で
を
支
援
す
る
環

境
づ
く
り
、
真
庭
産
材
を
利
用
し
た
新

築
木
造
住
宅
一
戸
あ
た
り
の
補
助
金
の

増
額
。
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
す
る

事
業
者
へ
の
支
援
制
度
の
新
設
。
全
国

へ
向
け
て
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。
産

学
官
が
連
携
し
て
バ
イ
オ
マ
ス
を
原
料

に
し
た
付
加
価
値
の
高
い
材
料
や
製
品

を
開
発
・
販
売
し
て
い
く
バ
イ
オ
マ
ス

事
業
な
ど
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
高
度
情
報
通
信
網
利
活

用
の
促
進
、
認
知
症
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
を
呼
び
掛
け
る
予
防
事
業
、
自

主
防
災
組
織
設
立
促
進
と
育
成
強
化
、

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費

の
助
成
、
小
・
中
学
校
施
設
適
正
配
置

の
具
体
的
な
実
施
計
画
の
策
定
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

真
庭
市
の
恵
ま
れ
た
地
域
特
性
を
最

大
限
活
か
し
て
、
真
庭
の
明
る
い
未
来

を
つ
く
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
渾
身

の
努
力
を
続
け
て
参
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

��

は
、
長
引
く
不
況
や
厳
し
い
雇
用
情
勢

な
ど
を
受
け
、「
経
済
活
性
化
と
雇
用
創

出
対
策
」
に
重
点
を
置
き
、
市
民
の
生

活
を
守
り
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ

く
り
の
た
め
の
予
算
を
基
本
方
針
に
編

成
い
た
し
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
効
果
的
に
提
供

で
き
る
よ
う
に
創
意
工
夫
を
し
て
お
り

ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
主
要
事
業
は
、
経
済

��

活
性
化
対
策
と
し
て
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
事
業
の
新
設
と
融
資
制
度
緊
急

支
援
事
業
、
起
業
支
援
事
業
を
実
施
。

雇
用
創
出
対
策
と
し
て
、
緊
急
雇
用
対

策
事
業
費
を
大
幅
に
増
額
し
ま
す
。
子

育
て
支
援
で
は
、
不
育
症
へ
の
対
策
事

業
を
新
設
。
中
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療

費
無
料
化
な
ど
、
福
祉
・
医
療
・
介
護
・

教
育
を
充
実
さ
せ
、
生
活
環
境
の
整
備

や
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。
産
業
振
興
と
し
て
、
農
畜
産
品

　

わ
が
国
の
経
済
動
向
は
、
景
気
は
持

ち
直
し
傾
向
で
あ
り
ま
す
が
、
高
い
失

業
率
や
下
落
傾
向
に
あ
る
物
価
水
準
な

ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
情
勢
が
続
い

て
お
り
、
真
庭
市
の
経
済
、
雇
用
情
勢

に
も
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
お
り
ま

す
。
真
庭
地
区
の
景
況
調
査
に
お
き
ま

し
て
も
、
製
造
業
や
建
設
業
の
業
況
判

断
Ｄ
Ｉ
は
若
干
の
改
善
は
見
ら
れ
る
も

の
の
、
収
益
状
況
は
低
水
準
で
推
移
し

て
お
り
、
今
後
再
び
悪
化
す
る
見
通
し

が
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
一
刻
も
早

い
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

経
済
・
雇
用
対
策
に
全
力
を
あ
げ
て
取

り
組
む
と
と
も
に
、
本
市
の
持
つ
優
位

性
や
発
展
可
能
性
を
最
大
限
に
活
用
し

な
が
ら
重
点
施
策
を
実
現
し
、
地
域
力

の
倍
増
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。そ
し
て
、

市
民
と
の
接
点
を
大
切
に
、
地
域
の

隅
々
に
ま
で
手
の
届
く
地
域
密
着
型
行

政
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
豊
か
さ

と
幸
せ
が
実
感
で
き
る
真
庭
市
」
を
創

造
し
て
参
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成　

年
�
月
�
日
か
ら　

日
ま
で
、「
平
成　

年
�
月
第
�
回
真
庭
市
議
会
定
例
会
」

��

��

��

が
開
催
さ
れ
、
�
月
�
日
の
本
会
議
冒
頭
、
井
手
市
長
が
所
信
表
明
演
説
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。

経
済
活
性
化
と
雇
用
創
出
対
策
に
重
点

平成��年�月第�回真庭市議会定例会で所信表明演説する井手市長（�/�）

��
��

※
所
信
表
明
の
全
文
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
ま
た
、
主
要
事
業
な

ど
の
詳
細
は
、広
報
ま
に
わ
別
冊
予
算
号（
�

月
�
日
発
行
）
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地
域
力
の
倍
増
を
図
る�

地
域

平
成
２２２２
年
度
に
向
け
て�

平
成

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開�

さ
ま
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市政に関する動きの一部を紹介します

「真庭地域における障がい
のある子供たちの教育を考
える集い（真庭地域自立
支援協議会障害児部会主
催）」が久世エスパスで開
かれ、市民や教育関係者
など約���人が参加。養護
学校の分校設置などにつ
いて意見を交わしました。

「認知症の市民講座（県民
局、真庭市主催）」が久
世エスパスホールで開か
れました。会では講話や
実践発表などが行われ、
市民や保健･福祉関係従
事者ら約���人が、認知症
の予防と改善について一
緒に学びました。

全国で地域づくりに取り組む
人が参加する「全国地域リ
ーダー養成塾（�地域活性
化センター主催）」の中国・
四国ブロック情報交換会
が、休暇村蒜山高原で開か
れました。会には県内外の同
塾修了生ら約��人が参加
し意見交換しました。

県北企業説明会（津山広
域事務組合など主催）が
津山市で開かれ、県内外
の学生ら約���人が参加し
ました。会場では県北企業
約��社（真庭市から�社）
が企業ＰＲを実施。参加
者は熱心にペンをとり、質
問するなどしていました。

真庭市次世代育成支援地
域行動計画策定委員会
が、同計画（後期計画）
について市へ答申しまし
た。市はこれをもとに素
案を策定。さらにパブリ
ックコメントにより市民
から意見を募集し、後期
計画を策定します。

��
�����き

写真上：市内を走る観光回廊真庭号
写真左：パンフレットに見入る乗客

東京ＰＲイベント i n 東京の様子

　　一層、 子どもを生み育てやすい真庭市へ���

　　県北最大の企業説明会開催���

　　 “ わが地域”を愛する者たちが意見交換���

　　認知症の予防と改善について学ぶ���

　　養護学校の分校設置など意見交換����

出発式の様子（�/��）

　商工観光課などが企画した市をＰＲする取り
組みが、各方面から注目を集めています。
　�月��日には、市内の観光地などを車体に描い
た路面電車「観光回廊真庭号」が、岡山市内で
運行を開始。同日、岡山駅前で出発式が行われ
ました。道行く人々に真庭を広くアピールする
ため、�月��日まで運行します。
　また、�月��日～��日には東京都内でＰＲイベ
ントを開催。飲食店にのれんなどを展示し、一
般客に地元食材の提供や、真庭ブランドの紹介な
どを行ったほか、真庭出身者の交流会やマスコミ
を対象とした説明会なども開催し、大盛況で幕を
閉じました。
　いずれも真庭市として前例のない取り組みで
したが、既に多方面から反響が寄せられており、
関係者一同手ごたえを感じています。

ラッピング電車・真庭市 ����イベント i n 東京

斬新な企画に各方面が注目
「真庭市」の��イベント



美
由
喜
▼
子
育
て
健
康
推
進
課
総
括
参
事

（
久
世
支
局
市
民
福
祉
課
参
事
）大
垣
宣
雄

▼
子
育
て
健
康
推
進
課
総
括
参
事
（
同
参

事
）
池
町
陽
子
▼
高
齢
者
支
援
課
長
（
同

総
括
参
事
）
山
田
昌
子
▼
高
齢
者
支
援
課

総
括
参
事
（
同
福
祉
課
総
括
参
事
）
稲
田

隆
司
▼
高
齢
者
支
援
課
総
括
参
事
（
蒜
山

振
興
局
総
務
振
興
課
参
事
）正
富
昭
夫【
産

業
観
光
部
】
農
林
振
興
課
総
括
参
事
（
落

合
支
局
総
務
振
興
課
参
事
）
辻
本　

徹
▼

商
工
観
光
課
長
（
総
務
部
総
務
課
長
）
宮

永　

優
▼
バ
イ
オ
マ
ス
政
策
課
長
（
中
国

経
済
産
業
局
か
ら
）
宅
見
幸
一
【
建
設
部
】

建
設
課
総
括
参
事
（
同
参
事
）
池
町
伸
吾

▼
維
持
管
理
課
長
（
市
民
生
活
部
徴
税
課

長
）
押
目
久
志
▼
会
計
課
総
括
参
事
（
市

民
生
活
部
税
務
課
総
括
参
事
）
篠
山
宏
之

【
蒜
山
振
興
局
】
地
域
振
興
室
総
括
参
事

（
室
長
）（
同
総
務
振
興
課
総
括
参
事
）
長

見
直
人
▼
総
務
振
興
課
長
（
総
務
部
総
務

課
総
括
参
事
）
小
谷
宣
好
▼
総
務
振
興
課

総
括
参
事（
美
甘
支
局
市
民
福
祉
課
参
事
）

小
野
七
未
▼
市
民
福
祉
課
長
（
蒜
山
振
興

局
総
務
振
興
課
長
）
西
尾
節
男
【
北
房
支

局
】
総
務
振
興
課
長
（
同
総
括
参
事
）
平

育
委
員
会
教
育
総
務
課
総
括
参
事
）
的
場

敏
惠
▼
税
務
課
総
括
参
事
（
健
康
福
祉
部

高
齢
者
支
援
課
総
括
参
事
）
清
友
義
治
▼

税
務
課
総
括
参
事
（
会
計
課
総
括
参
事
）

矢
谷
佳
子
▼
徴
税
課
長
（
真
庭
市
社
会
福

祉
協
議
会
派
遣
課
長
）
平　

和
子
▼
真
庭

北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長
（
市
民
生

活
部
環
境
課
長
）
狹
間　

強
▼
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
ま
に
わ
所
長
（
蒜
山
振
興
局
市

民
福
祉
課
総
括
参
事
）
津
田
正
夫
▼
旭
水

苑
所
長
（
同
総
括
参
事
）
高
田
和
彦
【
健

康
福
祉
部
】
福
祉
課
総
括
参
事
（
北
房
支

局
市
民
福
祉
課
参
事
）
上
谷
久
子
▼
子
育

て
健
康
推
進
課
長
（
同
総
括
参
事
）
辻
本

議
監
室
上
級
室
長
）
三
船
光
夫
▼
真
庭
市

社
会
福
祉
協
議
会
派
遣 
部
長
（
健
康
福
祉

部
子
育
て
健
康
推
進
課
長
）
宮
田　

昇

【
総
務
部
】
総
務
課
長
（
企
画
財
政
部
企
画

政
策
課
長
）
山
口
博
重
▼
総
務
課
総
括
参

事
兼
危
機
管
理
室
長
（
勝
山
支
局
市
民
福

祉
課
参
事
）
須
田
昌
宏
▼
総
務
課
総
括
参

事
（
企
画
財
政
部
情
報
推
進
課
参
事
）
大

美
昌
司
▼
管
財
課
長
（
同
総
括
参
事
）
山

本
光
一
【
行
政
改
革
審
議
監
室
】
行
政
改

革
審
議
監
室
総
括
参
事
（
市
民
生
活
部
市

民
課
参
事
）
池
田
知
明
【
企
画
財
政
部
】

企
画
政
策
課
長
（
産
業
観
光
部
バ
イ
オ
マ

ス
政
策
課
長
）大
美
康
雄
▼
財
政
課
長（
岡

山
県
か
ら
）
長
家　

輝
▼
財
政
課
総
括
参

事
（
市
民
生
活
部
税
務
課
参
事
）
秋
田
繁

彦
【
市
民
生
活
部
】
市
民
課
長
（
議
会
事

務
局
事
務
局
次
長
）
横
山
泰
治
▼
市
民
課

総
括
参
事
兼
公
共
交
通
対
策
室
長
（
勝
山

支
局
総
務
振
興
課
参
事
）
川
元
信
義
▼
環

境
課
長
（
産
業
観
光
部
農
林
振
興
課
総
括

参
事
）三
村
訓
弘
▼
環
境
課
総
括
参
事（
教

総
務
部
長
（
企
画
財
政
部
長
）
丸
山　

豊

▼
行
政
改
革
審
議
監
兼
行
政
改
革
審
議
監

室
長
（
北
房
支
局
長
）
迫
田　

淳
▼
企
画

財
政
部
長
（
同
財
政
課
長
）
原
田
重
隆
▼

市
民
生
活
部
長
（
久
世
支
局
長
）
岸　

寛

▼
健
康
福
祉
部
長
（
蒜
山
振
興
局
長
）
大

橋
一
已
▼
建
設
部
長
（
教
育
委
員
会
教
育

次
長
）
大
植
昭
一
▼
上
下
水
道
部
長
（
湯

原
支
局
長
）
山
本
正
美
▼
会
計
管
理
者
兼

会
計
課
長
（
行
政
改
革
審
議
監
）
織
田
龍

樹
▼
蒜
山
振
興
局
長（
総
務
部
管
財
課
長
）

西
村
孝
男
▼
北
房
支
局
長
兼
市
民
福
祉
課

長
（
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
長
）
志
田

浩
一
▼
落
合
支
局
長
兼
市
民
福
祉
課
長

（
同
総
務
振
興
課
長
）妹
尾
隆
志
▼
久
世
支

局
長
兼
市
民
福
祉
課
長
（
産
業
観
光
部
商

工
観
光
課
長
）
山
崎
藤
郷
▼
湯
原
支
局
長

兼
市
民
福
祉
課
長
（
湯
原
温
泉
病
院
事
務

長
）
濱
子
尊
行
▼
消
防
本
部
消
防
長
（
同

次
長
）
近
藤
晶
彦
▼
湯
原
温
泉
病
院
事
務

長
（
市
民
生
活
部
市
民
課
長
）
森
脇
弘
行

▼
教
育
委
員
会
教
育
次
長
（
行
政
改
革
審

平成��年�月�日付
真庭市職員人事異動

�問    総務部総務課 
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部
長
級

（��人）

課
長
・
総
括
参
事
級

（��人）

　

平
成　

年
�
月
�
日
付
け
で
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

��

異
動
者
多
数
の
た
め
、課
長
・
総
括
参
事
級
以
上
を
掲
載
し

ま
す
。表
記
は
、
▼
新
任
課
お
よ
び
職
名
（
旧
任
課
お
よ
び

職
名
）
氏
名
の
順
で
す
。退
職
者
は
、
▼
旧
任
課
お
よ
び
氏

名
。新
規
採
用
者
は
、▼
新
任
課
お
よ
び
氏
名
の
順
で
す
。

��
��
�
�

��������	
������������	�
�

　これまで、県やその他の外郭団体
に職員を研修生として派遣し、人材
育成に努めてきましたが、平成��年
度から、市政の推進に向けて新たな
人材を外部から迎えることといたし
ました。併せて市職員も国や県へ交
流として派遣します。

「バイオマス政策課長」に
「中国経済産業局」から、
「財政課長」に「岡山県」から

人事交流



���Maniwa

　

瀬
藤
礼
子
▼
落

合
こ
ど
も
園
白
梅

保
育
園
保
育
士
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主
査
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楢
本
裕

子
▼
湯
原
温
泉
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院

社

会

福
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石
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湯
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温
泉
病
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看
護
師　

横
山

弥
生
▼
同　
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曵

真
理
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湯
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温
泉

病
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看
護
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甘
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子
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湯
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温
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史
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西
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消
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総
務
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池
田
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史
▼
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福
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狩
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子
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内
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美
▼
湯
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温
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院
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看
護
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長

　

大
前
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美
子
▼
湯
原
温
泉
病
院
上
級
副

看
護
師
長　

小
椋
し
ず
恵
▼
湯
原
温
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病

院
看
護
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本
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美
▼
湯
原
温
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院

看
護
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正
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▼
ク
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セ
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タ

ー
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に
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務
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主
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保
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調
理
主
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馬
場
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美
▼
落
合
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校
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務
主
幹　

今
石
美
幸
▼
川
東
小
学
校
校
務
主
幹　

谷

本
博
美
▼
勝
山
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校
給
食
共
同
調
理
場
調

理
主
事　

神
谷
美
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江

産
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観
光
部
バ
イ
オ
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ス
政
策
課
主
事　

八
木
久
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子
▼
健
康
福
祉
部
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育
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健
康

推
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課
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理
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主
査
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畦
田
広
子

▼
建
設
部
建
設
課
技
師　

瀬
島
佑
樹
▼
健

康
福
祉
部
子
育
て
健
康
推
進
課
保
健
師　

横
山
尚
子
▼
北
房
中
央
保
育
園
上
級
保
育

士　

辻　

恵
▼
久
世
第
二
保
育
園
上
級
保

育
士　

芦
田　

光
▼
川
上
保
育
園
保
育
士

防
署
長
事
務
取
扱
（
蒜
山
分
署
上
級
分
署

長
）赤
木
重
久【
真
庭
消
防
署
】副
署
長（
予

防
課
参
事
）
森
木　

茂
▼
副
署
長
（
警
防

課
参
事
）
大
森
幹
夫
▼
蒜
山
分
署
上
級
分

署
長
（
同
参
事
）
山
本
満
之
▼
湯
原
分
署

上
級
分
署
長
（
美
新
分
署
分
署
長
）
八
幡

兼
三
▼
美
新
分
署
上
級
分
署
長
（
警
防
課

参
事
）
浅
田
光
明

総
務
部
長　

三
浦　

明
▼
市
民
生
活
部
長

　

岡
田
文
雄
▼
健
康
福
祉
部
長　

安
東
保

夫
▼
建
設
部
長　

太
田
信
一
▼
上
下
水
道

部
長　

植
木
眞
一
▼
会
計
管
理
者　

上
谷

仁
志
▼
落
合
支
局
長　

村
松
邦
博
▼
消
防

本
部
消
防
長　

庄
司
信
幸
▼
真
庭
市
社
会

福
祉
協
議
会
派
遣　

部
長　

菱
川
輝
夫
▼

健
康
福
祉
部
高
齢
者
支
援
課
長　

栩
原
巻

江
▼
建
設
部
維
持
管
理
課
長　

孝
井
道
則

▼
蒜
山
振
興
局
産
業
建
設
課
長　

進　

富

長
▼
北
房
支
局
総
務
振
興
課
長　

田
中
元

吉
▼
監
査
事
務
局
事
務
局
長　

金
崎
文
博

▼
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
に
わ
所
長　

美

甘
宗
章
▼
真
庭
北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

所
長　

中
島
広
明
▼
旭
水
苑
課
長　

瀬
島

範
典
▼
岡
山
県
中
部
環
境
施
設
組
合
派
遣

　

所
長　

水
嶋　

衛
▼
消
防
本
部
警
防
課

長　

横
山　

陽
▼
真
庭
消
防
署
本
署
副
署

長　

梶
谷
繁
美
▼
真
庭
消
防
署
湯
原
分
署

上
級
分
署
長　

日
笠
秀
美
▼
久
世
第
二
保

育
園
長　

森
田
博
子
▼
木
山
保
育
園
長　

松
尾
照
惠
▼
月
田
保
育
園
長　

井
田
淑
子

　

義
男
▼
総
務
振
興
課
総
括
参
事
（
同
市

民
福
祉
課
参
事
）
上
山
修
治
【
落
合
支
局
】

総
務
振
興
課
長
（
総
務
部
総
務
課
総
括
参

事
）
枡
谷
和
明
▼
総
務
振
興
課
総
括
参
事

（
議
会
事
務
局
総
括
参
事
）
桑
田
常
男
【
勝

山
支
局
】
総
務
振
興
課
総
括
参
事
（
健
康

福
祉
部
子
育
て
健
康
推
進
課
総
括
参
事
）

横
山
高
史
▼
市
民
福
祉
課
総
括
参
事
（
市

民
生
活
部
市
民
課
総
括
参
事
）
重
藤
喜
久

枝
【
教
育
委
員
会
】
教
育
総
務
課
長
（
産

業
観
光
部
バ
イ
オ
マ
ス
政
策
課
総
括
参

事
）
吉
田　

昇
▼
教
育
総
務
課
総
括
参
事

（
蒜
山
振
興
局
市
民
福
祉
課
参
事
）小
谷
英

一
▼
学
校
教
育
課
総
括
参
事
（
同
参
事
）

加
藤
善
久
▼
生
涯
学
習
課
総
括
参
事
（
同

参
事
）
妹
尾
直
之
【
議
会
事
務
局
】
総
括

参
事
（
市
民
生
活
部
税
務
課
総
括
参
事
）

山
根
眞
一
【
監
査
事
務
局
】
事
務
局
長

（
市
民
生
活
部
市
民
課
総
括
参
事
）片
岡　

清
▼
岡
山
県
中
部
環
境
施
設
組
合
派
遣　

所
長
（
産
業
観
光
部
農
林
振
興
課
総
括
参

事
）
鈴
木
正
和
【
保
育
園
】
木
山
保
育
園

長
（
河
内
保
育
園
参
事
）
孝
井
洋
子
▼
久

世
第
二
保
育
園
長
（
久
見
保
育
園
長
）
住

田
希
代
子
▼
月
田
保
育
園
長
（
同
参
事
）

池
田
里
子
▼
久
見
保
育
園
長（
八
束
保
育

園
長
）植
木
敬
子
▼
二
川
へ
き
地
保
育
所

園
長（
八
束
保
育
園
参
事
）中
島
善
子
▼
中

和
保
育
園
長（
二
川
へ
き
地
保
育
所
園
長
）

牧
田
雅
枝
▼
八
束
保
育
園
長
（
中
和
保
育

園
長
）
真
壁
す
ま
子
【
真
庭
市
消
防
本
部
】

次
長
兼
総
務
課
長
事
務
取
扱
（
真
庭
消
防

署
副
署
長
）
小
田
耕
吉
▼
警
防
課
長
兼
消

退
職
者
（
�
��

�
�
）

��

（��人）

��������������������	
���
�������
※広報紙では、課長・総括参事級以上の異動のみ掲載しています。

新
規
採
用
職
員

（��人）

新規採用職員（３/１３事前説明会にて撮影）

　真庭市は市職員として初めて
「臨床心理士」を採用しました。
　臨床心理士はカウンセリングを
担当する専門職です。子育ての悩
みや子どもの成長、発達などの幅
広い相談をお受けします。4月か
ら健康福祉部子育て健康推進課
（落合庁舎）へ配属になります。

市職員として初採用

「臨床心理士」
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平成��年�月から新制度スター ト 子ども手当支給制度  
お知らせワ イ ド
���������	����
����


■
手
続
き
が
必
要
な
世
帯

�
現
在
「
児
童
手
当
」
を
所
得
制
限
に
よ
り
受
給
で
き
て
い
な

い
世
帯

�
現
在
「
児
童
手
当
」
を
受
給
中
で
平
成　

年
度
に
お
い
て
中

��

学
�
〜
�
年
生
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯

�
平
成　

年
度
に
お
い
て
中
学
�
年
〜
�
年
生
の
子
ど
も
の
み

��

い
る
世
帯

※
手
続
き
が
必
要
な
世
帯
に
つ
い
て
は
、
�
月
下
旬
、
制
度
の

詳
細
と
申
請
書
類
を
子
育
て
健
康
推
進
課
か
ら
送
付
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。（
公
務
員
の
人
は
勤
務
先
で
の
手
続
き
と
な

り
ま
す
）

※
出
生
や
転
入
に
よ
り
新
た
に
「
子
ど
も
手
当
」
の
支
給
要
件

に
該
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
は
、
子
育
て
健
康
推
進
課

ま
た
は
振
興
局
、各
支
局
市
民
福
祉
課
で
申
請
が
必
要
で
す
。

■
手
続
き
の
不
要
な
世
帯

　

現
在
「
児
童
手
当
」
を
受
給
中
で
平
成　

年
度
に
お
い
て
中

��

学
�
〜
�
年
生
の
子
ど
も
が
い
な
い
世
帯
に
つ
い
て
は
自
動
的

に
「
子
ど
も
手
当
」
に
引
き
継
が
れ
ま
す
の
で
新
た
に
申
請
の

手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
支
給
月

　

平
成　

年
度
は
、
平
成　

年
�
月
・　

月
・
平
成　

年
�
月

��

��

��

��

に
、
そ
れ
ぞ
れ
前
月
ま
で
の
�
カ
月
分
を
指
定
口
座
に
振
り
込

み
ま
す
。（
�
月
の
支
給
で
は
、
�
月
・
�
月
分
の
子
ど
も
手
当

を
支
給
し
、す
で
に
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
に
は
�
月
・

�
月
分
の
児
童
手
当
も
合
わ
せ
て
支
給
し
ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

子
ど
も
手
当
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
健
康
福
祉
部
子
育
て
健
康
推
進
課
ま
た
は
振
興
局
、
各
支

局
市
民
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

健
康
福
祉
部
子
育
て
健
康
推
進
課

�
�
�
�
���

��
�
�
��
�

�
�
�
�	�

��
�
�
�

��

��

F A X

※この記事は、３月１９ 日現在の情報を基にご案内しています。今後、子ども手当法案や支給に際して全国一律の事務の流れが示される
　場合もあり、内容が一部変更になる場合があります。

新制度「子ども手当」と、これまでの「児童手当」との主な相違点

児童手当子ども手当項目

ありなし所得制限　　

小学校修了までの子ども（��歳到達後、最初の�
月��日までの間にある子ども）

中学校修了までの子ども（��歳到達後、
最初の�月��日までの間にある子ども）

対象年齢　　

○第�・�子　�歳未満�万円・�歳以上�千円
○第�子以降　�万円

����������
一人当たりの
手当月額　　

　

平
成　

年
度
か
ら
、
次
世
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
育
ち
を
支
援
す
る

��

た
め
、
中
学
校
修
了
ま
で
の
子
ど
も
を
対
象
に
、
こ
れ
ま
で
の
「
児
童
手
当
」

に
か
わ
り
、
新
た
に
「
子
ど
も
手
当
」
の
支
給
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

中
学
校
修
了
ま
で
を
対
象
に

���
子
ど
も
手
当�
�を

支 
給
し
ま
す
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介護保険料の納め方 介護保険制度  
お知らせワ イ ド
���������	����
����


平成��年度介護保険料（��歳以上）

納期が近づ き ま し た
　�月からは年金から差し引かれる特別徴収の「仮徴収」が

始まります。そして、�月からは、納付書や口座振替で納め

る普通徴収が始まります。保険料の納め方は、皆さんが受給

している年金の額などによって�種類に分けられます。年金

額が年額��万円以上の人は年金から納め、��万円未満の人は

納付書などで納めます。

年金が年額��万円（月額�万�千円）以上の人…特別徴収
年金から差し引かれる特別徴収

　年金〈老齢（退職）年金、障害年金、遺族年金〉の
定期支払いの際、受給額から保険料があらかじめ差
し引かれます。ただし、老齢福祉年金、寡婦年金など
については、年金からの差し引きの対象となりません。
　前年度から継続して特別徴収で保険料を納めてい
る人は、�・�・�月は仮に算定された保険料（前
年度�月支払額）を納め、��・��・�月は、決定し
た本年度の保険料額からすでに納めている仮徴収分
を除いた額を納めます。

特別徴収の開始時期

　特別徴収の開始時期は、介護保険の被保険者とな
る時期によって次のとおり異なります。それまでの
間は、普通徴収で納めます。

注）�月に平成��年中の所得が確定し、年間保険料段階
が変更になったときは、�月以降の保険料額に増減が生
じる場合があります。

本徴収仮徴収

��月
（第�期）

��月
（第�期）

��月
（第�期）

�月
（第�期）

�月
（第�期）

�月
（第�期）

��������	
�

��������	
����
������

介護保険料の納め方の例

問　昨年��月��日に��歳になり、介護保険料を支払
っていますが、いつから年金から引かれますか？

答　年金からの差引可能な年金を支給されていて、
要件を満たしている場合は、�月から開始（上記表
参照）になります。�月から�月までの�カ月分の
保険料は、市から送付される納付書や口座振替によ
り納めることになります。

当該年度の�月�日時点での被保険者��月開始

前年の�月�日から��月�日の被保険者資格取得者�月開始

前年の��月�日から��月�日の被保険者資格取得者�月開始

前年の��月�日から当該年の�月�日の被保険者資格取得者�月開始

当該年の�月�日から�月�日の被保険者資格取得者
��月開始

（当該年の�月�日時点での被保険者を含む）

年金が年額��万円（月額�万� 千円）未満の人…普通徴収

※段階毎の保険料額については、広報まにわ�月号に掲載しますのでご確認ください。

　普通徴収で納付される方は、市役所から送付されてくる納付書で、毎月（年��回）納期限内に納付して
ください。納付用書類は、�月中旬以降に送付する予定です。

次の場合などは、特別徴収に切り替わるまで、一時的に納付書で納めます。
・年度途中で��歳（第�号被保険者）になった場合
・他の市区町村から転入した場合
・収入申告のやり直しなどで、保険料の所得段階が変更になった場合
・年金担保、年金差し止めなどで年金が停止し、保険料の差し引きができなくなった場合

年金の年額が
��万円以上でも
納付書で納める
ことがあります

口座振替の手続きは、「保険料の納付書」「預（貯）金通帳」「印鑑（通帳届け出印）」を持
って真庭市指定の金融機関でお願いします。    
※申込みされてから口座振替開始までの月や、残高不足などにより自動引き落としされな
かった場合などには、納付書で納めることになります。また、納期限を過ぎますと督促手
数料が発生する場合がありますので、納め忘れのないようにご注意ください。

保険料納付は
口座振替が
便利です
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第 � 期（新規）対策 中山間地域等直接支払制度  
お知らせワ イ ド
���������	����
����


【
体
制
整
備
要
件
の
追
加
事
項
】

�
協
定
農
用
地
の
拡
大
（
�
期
対
策
面

積
よ
り
拡
大
）

�
農
業
生
産
条
件
の
強
化
（
集
落
自
己

施
工
に
よ
る
整
備
）

�
多
様
な
担
い
手
の
確
保
（
法
人
に
よ

る
農
地
経
営
）

�
体
制
整
備
Ｃ
要
件
（
集
団
的
サ
ポ
ー

ト
型
）
の
新
設
な
ど

※
体
制
整
備
要
件
詳
細
は
説
明
会
で
ご

　

案
内
し
ま
す
。

　

�
期
対
策
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
説

明
会
参
加
集
落
を
対
象
に
、
今
後
、
個

別
相
談
を
受
付
け
て
い
く
予
定
で
す
。

左
記
日
程
で
開
催
し
ま
す
の
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

�問
 
　

産
業
観
光
部
農
林
振
興
課

　
　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

②
集
落
協
定
内
容
に
同
意
し
て
集
落
の

共
同
取
組
み
活
動
に
参
加
す
る
非
農

業
者

■
集
落
協
定
参
加
対
象
外
の
人

①
�
人
あ
た
り
農
業
所
得
が
都
市
部
の

勤
労
者
�
人
あ
た
り
の
平
均
所
得
を

上
回
る
農
業
者

②
農
業
者
年
金
の
経
営
移
譲
年
金
を
受

給
し
て
い
る
人

■
交
付
金
単
価

　

基
礎
の
取
組
み
（
交
付
単
価
�
割
）、

体
制
整
備
に
向
け
た
取
組
み
（
交
付
単

価　

割
）
の
地
目
・
傾
斜
別
交
付
単
価

��
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
取
組
み

　

基
礎
（
交
付
単
価
�
割
）
の
取
組
み

に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
協
定
書
で
定
め
る
べ
き
事
項
】

①
集
落
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
作
成

②
耕
作
放
棄
防
止
な
ど
の
活
動

③
水
路
農
道
の
管
理
活
動

④
農
地
の
多
面
的
機
能
を
増
進
す
る
活

　

動
⑤
対
象
農
用
地
図
の
作
成

　

�
期
対
策
か
ら
主
な
点
と
し
て
次
の

内
容
が
加
わ
り
ま
し
た
。

①
集
落
協
定
対
象
の
農
地
に
集
落
の
共

同
取
組
み
活
動
で
つ
な
が
る
飛
び
地

団
地
も
編
入
が
可
能

②
体
制
整
備
（
交
付
単
価　

割
の
取
組

��

み
）
要
件
の
追
加
・
見
直
し

　

第
�
期
対
策
に
お
い
て
も
、
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
次
に
か
か
げ

る
基
本
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

■
集
落
協
定
締
結
の
対
象
と
な
る
農
地

①
農
振
農
用
地
で
あ
る
こ
と

②
地
目
別
の
傾
斜
基
準
を
満
た
す
こ
と

③
� 
㌶ 
以
上
の
面
的
な
ま
と
ま
り
が
あ 

　

る
農
地
で
あ
る
こ
と

■
集
落
協
定
の
参
加
対
象
と
な
る
人

①
�
年
間
以
上
、
継
続
し
て
農
業
生
産

　

活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
農
業
者

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
は
、

農
地
の
多
面
的
機
能
発
揮
と
集
落
活
動

で
農
地
を
�
年
間
守
る
活
動
を
行
う
協

定
を
結
ん
だ
集
落
に
対
し
て
、
交
付
金

が
直
接
支
払
わ
れ
る
国
の
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
に
取
り
組
む
た
め
に
は
集
落

参
加
者
合
意
の
も
と
、
農
地
範
囲
や
集

落
共
同
取
組
み
活
動
を
定
め
た
協
定
書

を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

第
�
期
対
策
で
は
、
高
齢
者
も
安
心

し
て
取
り
組
め
る
よ
う
制
度
に
変
更
が

加
わ
り
ま
し
た
。

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
第
�
期
対
策
は
、
平
成　

年
度
で
�
年
間
の
対
策

��

期
間
（
交
付
金
交
付
期
間
）
を
終
了
し
ま
し
た
。
制
度
は
平
成　

年
度
か
ら
第
�
期

��

対
策
（
�
年
間
）
と
し
て
継
続
と
な
り
ま
す
が
、
制
度
内
容
が
変
更
と
な
り
ま
す
。　

制
度
第
�
期
対
策
に
取
り
組
む
た
め
に
は
、
�
期
対
策
制
度
に
対
応
す
る
新
し
い
集

落
協
定
書
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

　

第
�
期
対
策
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
協
定
締
結
に
よ
る
制
度
第
�
期
対

策
へ
の
取
組
み
を
希
望
す
る
集
落
の
方
は
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

制度内容説明会を開催 します 
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
と
は

制
度
の
基
本
は
変
わ
り
ま
せ
ん

�
期
対
策
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

�
期
対
策
説
明
会

集落共同取組み活動の様子

第�期対策用の新しい協定書・協定
農用地図づくりが必要です。

集落協
定書�

真庭市
●●集

落�

認定�
平成　

年　月
　日�

変更�
平成　

年　月
　日�

変更�
平成　

年　月
　日�

変更�
平成　

年　月
　日�

第 ��期対策

中山間地域等直接支払制度　第�期対策

説明会開催日程

※いずれの会場も午後�時��分からです。

会場開催日地区

久世公民館�月��日�久世

北房支局�月��日�北房

落合公民館�月��日�落合

勝山文化センター�月��日�勝山

美甘支局�月��日�美甘

湯原保健福祉センター�月��日�湯原

蒜山振興局�月��日�蒜山
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平成��年度の受講生募集 真庭いきいき帰農塾  
お知らせワ イ ド
���������	����
����


平成��年度で市内 � 地区 宝くじ助成事業  
お知らせワ イ ド
���������	����
����


　

市
で
は
、
新
た
に
農
業
を
始
め
た
い
、

栽
培
技
術
を
習
得
し
た
い
と
い
う
中
高

年
の
人
を
対
象
に
し
た
平
成　

年
度

��

「
真
庭
い
き
い
き
帰
農
塾
」
を
開
講
し
ま

す
。
農
業
に
興
味
の
あ
る
人
、
ま
た
、

新
た
な
品
目
栽
培
を
考
え
て
い
る
人
も

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
開
講
講
座（
�
コ
ー
ス
）

①
果
樹
コ
ー
ス

　

（
ピ
オ
ー
ネ
・
カ
キ
・
ナ
シ
）

②
野
菜
コ
ー
ス

　

（
ナ
ス
・
キ
ュ
ウ
リ
・
ミ
ニ
ト
マ
ト
他
）

■
募
集
人
数　

各
コ
ー
ス　

名
��

■
対
象
者　

市
内
在
住
で
、
農
業
経
営

に
興
味
の
あ
る
人

■
講
師　

真
庭
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ

ー
職
員
お
よ
び
管
内
農
協
職
員

■
参
加
登
録
料　

千
円（
資
料
代
含
む
）

■
応
募
方
法　

農
林
振
興
課
（
久
世
庁

舎
）
ま
た
は
各
支
局
窓
口
に
申
込
用
紙

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
必
要
事
項
を
明

記
し
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　

�
月　

日
�

��

※
募
集
人
員
に
達
し
た
時
点
で
、
募
集

を
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
そ
の
他　

農
業
簿
記
の
講
座
を
別
途

開
催
し
ま
す
（
日
程
は
未
定
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

産
業
観
光
部
農
林
振
興
課

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

F A X

※開催時間はいずれも��時��分からで、         の日は①②コース合同開催になります。

を基礎から
学びませんか

農 業

①果樹コースの日程
�/����/���/���/����/����/���/���/����/����/���果樹

集落営農・直売施設
エコファーマー制度
認定農業者制度

閉講式

ピオーネの
収穫・出荷

西条柿・新高梨
の栽培管理

ピオーネの
栽培管理　

農薬・肥料の
基礎知識

ピオーネの
栽培管理

西条柿・新高梨
の栽培管理

開講式
農機具の安全使用
農業生産について
簿記記帳について

講座

収穫
西条柿の摘果
新高梨の袋かけ
（見学のみの予定）

摘房・
袋かけ

房づくり
花穂整形
ホルモン
処理

新梢・
花穂管理

西条柿の摘蕾
新高梨の予備摘果
（見学のみの予定）

実習

②野菜コースの日程
�/����/����/���/����/����/����/���/����/���野菜

集落営農・直売施設
エコファーマー制度
認定農業者制度

閉講式

春菊の栽培ナスの出荷
キュウリ・
ミニトマトの
栽培管理

ナスの
整枝・剪定

夏秋野菜の
栽培管理

農薬・肥料の
基礎知識

夏秋野菜の
定植

開講式
農機具の安全使用
農業生産について
簿記記帳について

講座

ナスの管理 
整枝・切戻し

キュウリ・
ミニトマトの
栽培管理見学

ナスの管理 
整枝・切戻し

ナスの管理
整枝・誘引

実習

　

平
成　

年
度
宝
く
じ
助
成
事

��

業
で
、
市
内
�
地
区
の
施
設
な

ど
を
整
備
し
ま
し
た
。

コミュニティ施設などを整備   
■
中
地
域
協
議
会

　

（
落
合
地
区
）

中
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

整
備
（
木
造
瓦
葺
平
屋
建
床
面

積
�
�
�
・
�
�
平
方
㍍
）

■
禾
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

　

（
湯
原
地
区
）

山
車
、法
被（　

枚
）、太
鼓（
�

��

組
）、提
灯（　

個
）、紅
白
綱
、紅

��

白
幕
、屋
根
飾
り
幕
、ト
ラ
ン
シ

ー
バ
ー
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
な
ど

昨年の帰農塾の様子

整備した山車のほか、
太鼓などの備品一式

中地区に完成した
中コミュニティセンター
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募集期間は�月�日～��日まで 産業サポートセンター支援事業   
お知らせワ イ ド
���������	����
����


新商品開発、新技術開発、新規参入など

あなたの挑戦をサポー ト
　真庭市産業サポートセンターでは、�月�日�～��日�までの期間、支

援事業を実施する企業・団体を募集します。農林商工業間等の連携による

新商品の開発、異業種分野への新規参入、真庭ブランドの販路開拓、バイ

オマス資源を利用した新技術等の開発や新ビジネスモデルの創出事業など

に対して、事業費の一部を支援しますので、ご応募ください。

�事業の目的
 市内の企業または団体等が取り組む、地域経済活性化に資する事業で、将来に渡って展開され実施
効果の認められる事業について支援を行い、産業の振興を図る。
　
②支援対象者
・真庭市内の企業又は団体
・真庭市内の個人商店及び農林業者
・真庭ブランド認定事業者　など

③支援事業内容

④主な付与条件
� 同一年度に国または県等の補助事業と重複交付しない。
� 事業実施期間は、交付決定日から平成��年�月末日までとする。
� 支援が採択された事業は、企業・団体名、実施事業名、連絡先を公表します。
� その他、各支援事業の実施要綱に定めるところによる。
　
⑤事業実施スケジュール

　
⑥問い合わせ先
 支援の対象となる経費や連携事業のモデルケースなど、詳しくは下記までお問い合わせください。
 真庭市産業サポートセンター事務局（真庭市役所 産業観光部 バイオマス政策課内）
 ������������������������������	�
   

※申請用紙および実施要綱などは、真庭市産業サポートセンター各相談窓口、市役所各支局に準備し
　ています。また、真庭市産業サポートセンターホームページからもダウンロードできます。 

�月       �月      �月             翌年�月末

申請書提出 審　　査 採択決定 事業実施 事業終了・報告 支援金交付� � � � �

支援限度額支援率要件支援事業の内容事業名

���万円

�/�
以内

連携事業で
あること

農林商工業間の連携や同一産業間の連携による下記事業
 ①新製品の開発等に関する事業
 ②地産池消の拡大等に関する事業
 ③農林産品の二次加工・付加価値の拡大等に関する事業
 ④異業種分野への新規参入事業

産業連携
支援事業

真庭ブランド認定
事業者であること

真庭ブランドの販路開拓・消費拡大等に関する事業

地域のバイオマス資源を利用した新技術や新製品の開発及び販路開拓で、将
来的に事業化や量産化が可能であるもの

バイオ
リファイナリー
研究開発事業

連携事業で
あること

事業所連携型事業
�社以上の事業所が連携し、新たなビジネスモデルの創出に向けての仕組み
づくりを行うための事業新ビジネスモデル

創出事業
�/�
以内

地域連携型事業
�社以上の事業所と地域組織等営利を目的としない組織が連携し、新たなビジネ
スモデルの創出及び地域等での課題解決のための仕組みづくりを行うための事業
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平成��年�月から変わります 真庭市福祉移送サービス  
お知らせワ イ ド
���������	����
����


公共交通機関の利用が困難な人のため

登録制移送サービス
　福祉移送サービスは、日常の外出において他人の介助によ

らずに移動することが困難であると認められ、かつ、単独で

タクシーその他の公共交通機関を利用することが困難な人を

対象とした、登録制の移送サービスです。�月から、移送地

域や障がいの範囲を拡大、利用料の算定時間を短縮し、より

使いやすくなります。

主な変更点
①移送エリアが、市内と隣接する市町村に広がりました。

②利用料が、実際に乗車して移送する時間のみについて

かかるようになりました。（待ち時間や迎車時間等は、

料金として換算されなくなりました。）

③対象となる障がいの範囲が広がり、知的障がい・精神

障がいなども含まれるようになりました。

■対象者
　次の①～④まで、すべてを満たしている人が
対象です。
①真庭市内に住所を有していること。
②日常の外出において他人の介助によらずに移
動することが困難であること。

③単独でタクシーその他の公共交通機関を利用
することが困難であること。

④介護保険法で要支援�以上と認定された人、
または身体障害者手帳を所持している人、そ
の他肢体不自由、内部障がい、知的障がい、
精神障がいその他の障がいを有する人。

■移送の範囲
　真庭市を出発・到着点として、真庭市内、ま
たは隣接する市町村（津山市、高梁市、新見市、
加賀郡吉備中央町、久米郡美咲町、苫田郡鏡野
町、真庭郡新庄村、鳥取県倉吉市、東伯郡三朝
町、日野郡江府町）
■利用回数
　原則として月�回までです。ただし、特別な
理由がある場合は、ご相談ください。
■利用料金
　登録料と、利用ごとに支払う利用料（チケッ
ト）が必要です。
【登録料】年間�, ���円（利用しても利用しなく
ても必要です。）
【利用料】利用者が乗車し移送した時間につい
て、��分あたり���円必要です。事前にチケッ

ト（���円券��枚つづり）を購入し、チケット
で運転手に支払ってください。登録解除時に、
余ったチケットの払い戻しをします。
■利用方法
【登録まで】「利用者登録申請書」で申請してく
ださい。身体の状態などをお聞きし、審査によ
り、該当すれば登録されます。登録後、登録料
を納めてください。
【登録後は】真庭市社会福祉協議会の各支所へ、
利用希望日の�カ月前から�日前までの間に予
約をしてください。
■利用にあたって
※原則として、在宅での日常生活、社会参加に
必要な移送を対象とします。
※運転手は、身体介助はできません。車いすへ
の移乗などに介助が必要であれば、障害者 
移動介助など別のサービスを手配してくだ 
さい。

※介助者の同乗が必要な場合は、利用者で確保
してください。

※車輌は、リフト車、スロープ車、回転シート
車を用意しています。（一部ＥＴＣ搭載）
※駐車料金、有料道路通行料等が必要な場合に
は、利用者の負担となります。

※車いすは、ご希望があればお貸しします。

�問 　健康福祉部福祉課
　　℡����-��-����　ＦＡＸ ����-��-����

通院のため、スロープ車に
乗り込むサービス利用者
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旭
川
の
堤
防
沿
い
お
よ
そ
�
㌔

の
桜
並
木
・
久
世
ト
ン
ネ
ル
桜
で

「
天
領
く
せ
桜
ま
つ
り
」を
開
催
し

ま
す
。
期
間
中
は
、
ぼ
ん
ぼ
り
に

よ
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
い
、
日

中
と
は
違
っ
た
幻
想
的
な
桜
を
楽

し
め
ま
す
。

■
ぼ
ん
ぼ
り
点
灯
期
間　

�
月
�

日
�
〜　

日
�　

午
後
�
時　

分

��

��

〜
午
後　

時
ま
で

��

■
会
場　

ト
ン
ネ
ル
桜
付
近

※
�
月
�
日
�
午
前　

時
〜
河
川

��

敷
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

■
問
い
合
わ
せ
先　

天
領
く
せ
桜

ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

真
庭
市
で
は
、
毎
月
第
�
月
曜

日
に
消
費
生
活
相
談
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
苦
情
や
相
談
、
多
重
債
務

の
相
談
な
ど
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
時
間　

午
前
�
時　

分
〜
正
午

��

午
後
�
時
〜
午
後
�
時　

分　
��

■
場
所　

久
世
保
健
福
祉
会
館　

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

参
画
ま
に
わ
が
主
催
で
、
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。
講
師
は
、
Ｈ

Ｅ
Ａ
Ｌ
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
教
育
実

践
研
究
所
所
長
の
金
香
百
合
さ
ん

で
す
。
自
尊
感
情
の
育
て
方
や
人

と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
共
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

�
月　

日
�　

午
後
�

��

時　

分
〜
午
後
�
時　

分

��

��

■
場
所　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

川
餓
鬼
、
山
餓
鬼
が
戯
れ
る
故

郷
、
森
と
水
の
再
生
を
願
っ
て
、

「
蒜
山
に
ブ
ナ
を
植
え
る
会
」主
催

で
ブ
ナ
の
植
樹
祭
を
開
催
し
ま

す
。
ま
た
、植
樹
祭
終
了
後
に
は
、

ロ
マ
ン
展
も
開
か
れ
ま
す
。ぜ
ひ
、

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

�
月　

日
�　

午
前　

��

��

時
〜（
雨
天
決
行
）

■
場
所　

蒜
山
塩
釜
冷
泉
の
水
源

地
付
近

■
集
合
場
所　

蒜
山
塩
釜
ロ
ッ
ジ

駐
車
場

■
参
加
費　

無
料

※
植
樹
に
係
る
下
ご
し
ら
え
や
使

用
す
る
用
具
は
主
催
者
が
準
備
し

ま
す
の
で
、
作
業
が
し
や
す
い
服

装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
虫
刺

さ
れ
や
防
寒
衣
、
雨
具
な
ど
は
各

自
で
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

会
長  
浅
原
孝

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

��������	�
�����

����������������

����������������

�����������������

����������	
���������	


消
費
生
活
相
談
会

毎
月
第
�
月
曜
日
に
開
催

第�

回
天
領
く
せ
桜
ま
つ
り

��
ぼ
ん
ぼ
り
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

参
画
ま
に
わ
講
演
会

 
一 
般
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

ブ
ナ
の
植
樹
祭

 
一 
緒
に
植
え
ま
し
ょ
う

�問   環境課  ℡����-��-����

　光化学オキシダントは、「日射が強い」
「気温が高い」「風が弱い」などの気象条
件が重なった場合に、大気中に滞留し高
濃度となります。

◆注意報や警報が発令されたら
・屋外での作業や運動を控え、屋内で活
動する。

・屋内では窓を閉めるなどして、外気が
入らないようにする。

◆健康への影響・症状は
・目がチカチカする。涙が出る。
・のどが痛くなる。せきが出る。
・頭が痛くなる。吐き気がする。
※症状が出たら、まず目を洗ったり、う
がいを十分したりして、屋内で休んでく
ださい。症状が改善しない場合は、医師
の診察を受けてください。

■入場料　前売り券　一般�����円　高校生以下���円  ／  当日券　一般�����円　高校生以下�����円
■チケット取り扱い　久世エスパス振興財団　　■主催　�岡山県聴覚障害者福祉協会
問い合わせ先　福祉課　℡����-��-����　Ｆ Ａ Ｘ ����-��-����

ふた組の恋人達をつなぐのは、一本の手づくり映画に秘められた愛と哀しみの奇跡

�����
��������	
�

  �/ �����
久 世 エスパス

■午前の部　上映��：��～ 開場�：��
　※午前の部のみ託児あり（当 日 申し込み）

■午後の部　上映��：��～ 開場��：��

光化学オキシダン ト に ご注意を !
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勝
山
美
し
い
森
周
辺
に
は
、
約

�
千
�
百
本
の
桜
が
植
樹
さ
れ
て

い
ま
す
。
参
加
者
に
よ
る
手
入
れ

を
行
い
ま
す
。

■
日
時　

�
月　

日
�　

午
前　

��

��

時
開
会
（
受
付
�
時　

分
〜
）

��

※
雨
天
中
止

■
場
所　

勝
山
美
し
い
森
キ
ャ
ン
プ
場

※
当
日
は
、
ス
コ
ッ
プ
・
ハ
サ
ミ
・

鎌
な
ど
桜
の
手
入
れ
に
必
要
な
道

具
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

勝
山
支
局
総
務
振
興
課

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

�
月
の
年
金
相
談
日
で
す
。

■
日
時　

�
月
�
日
�
・　

日
�

��

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前　

時
〜
午

��

後
�
時

■
場
所　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

※
相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、

前
日
ま
で
に
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が

必
要
で
す
。

■
予
約
先　

津
山
年
金
事
務
所

お
客
様
相
談
室

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

児
童
巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

お
子
さ
ん
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る

人
は
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。　

■
日
時　

�
月　

日
�　

午
前　

��

��

時
〜
午
後
�
時　
　
　

■
場
所　

落
合
公
民
館

■
内
容　
　

歳
未
満
の
お
子
さ
ん

��

に
関
す
る
こ
と
及
び
療
育
手
帳
に

関
す
る
こ
と（　

歳
以
上
で
も
可
）

��

※
相
談
料
は
無
料
で
す
が
、
事
前

に
予
約
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
健
康
推
進
課　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

■
勝
山
地
区　

若
代
住
宅（
若
代
）

�
戸  

■
募
集
期
間　

�
月　

日
�　

午

��

後
�
時
ま
で

■
入
居
可
能
日   
�
月
中
旬（
予
定
）

　

随
時
募
集
し
て
い
る
住
宅
な
ど

詳
し
く
は
都
市
住
宅
課
か
各
支
局

住
宅
担
当
窓
口
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。
真
庭
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

都
市
住
宅
課

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

ま
た
は
各
支
局
住
宅
担
当
窓
口

年
金
相
談
（
要
予
約
）

第
�
・
第
�
木
曜
日
に
開
催

勝
山
美
し
い
森
桜
の
つ
ど
い

桜
の
名
所
に
し
ま
し
ょ
う

�����・����・����

要望締切 �月 ����日 �

■開催日とコース
※以下のコースの中から選択して参加となります。
第�日目　�月��日�
勝山文化センター（受付・スタート会場）

　

第�日目　�月��日�
蒜山高原スポーツ公園（受付・スタート会場）

　

■申込方法
○現金書留の場合
　ホームページからダウンロードした申込用紙に
必要事項を記入のうえ、参加料金を同封して事務
局までお送りください。
○郵便振替の場合
　パンフレットに付いている申込用紙に必要事項
を記入のうえ、最寄りの郵便局でお支払いくださ
い。パンフレットは、各支局・道の駅などで入手
できます。
※ダウンロードしたパンフレットでは振替ができ
ませんのでご注意ください。
■���
　大人�����円、小・中学生�����円
　※�日のみの参加でも料金は同一です。
　※参加費には損害保険料が含まれます。
■申し込み・問い合わせ先
　観光回廊真庭ゆったりウォーク実行委員会事務局
　〒���-����　真庭市久世����
　真庭市役所産業観光部商工観光課内
　℡����-��-����　Ｆ Ａ Ｘ����-��-����
　ｈｔｔｐ：/ｗｗｗ�ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ

児
童
巡
回
相
談

子
ど
も
の
相
談
受
け
付
け
ま
す

　緑の募金を活用し、集会所などの公共の場所に苗木を植えて
みませんか。地域（団体）などで申し込めば、苗木を提供しま
す。種類、申し込み方法など詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ先　
農林振興課  ℡����-��-����

市
営
住
宅

入
居
者
募
集
中

配布時期配布時期  ����月上旬（予定）月上旬（予定）

苗木の要望苗木の要望
受付中受付中

�月��日���
�

参加者
募集 !

申込締切
（事前申込期間）

新緑の観光回廊真庭を歩こう

�月 ���日 � ・���日�午前�：��ス タート
（受付�：��～）

●Ａコース　真庭の歴史を歩く　　　���コース
●Ｂコース　真庭の歴史を歩く　　　��コース
●Ｃコース　町並みをガイドと歩く　��コース

●Ｄコース　ひるぜん山麓を歩く　　���コース
●Ｅコース　ひるぜん山麓を歩く　　���コース
●Ｆコース　ひるぜん山麓を歩く　　��コース
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歳
〜　

歳
の
国
民
健
康
保
険

��

��

加
入
者
が
医
療
機
関
窓
口
で
の
負

担
割
合
が
現
在
�
割
負
担
の
場

合
、
平
成　

年
�
月　

日
ま
で
の

��

��

窓
口
負
担
割
合
が
�
割
に
据
え
置

か
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

「
ゆ
ず
り
あ
う
心
で
走
る
岡
山

路
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
県
下
一

斉
に
春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
を
運
動
の
最
重
点
目
標
と
し

て
、
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底
、
自
転
車
の
安

全
利
用
の
推
進
、
飲
酒
運
転
の
根

絶
、
交
差
点
に
お
け
る
正
し
い
通

行
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。          

　

真
庭
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会

　

市
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

予
定
戸
数
は
先
着　

戸
、対
象
は
、

��

市
内
に
あ
る
民
間
住
宅
で
次
の
条

件
を
満
た
す
も
の
で
す
。

①
昭
和　

年
�
月　

日
以
前
に
建

��

��

築
さ
れ
た
�
階
建
て
以
下
の
住
宅

②
木
造
在
来
軸
組
工
法
の
住
宅　

■
補
助
額　

�
万
�
千
円
（
耐
震

診
断
費
用
�
万
�
千
円
定
額
に
�

分
の
�
を
乗
じ
た
額
）

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

都
市
住
宅
課

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

真
庭
市
で
は
、
雇
用
の
安
定
維

持
の
た
め
、
平
成　

年
度
に
国
の

��

雇
用
調
整
助
成
金
ま
た
は
中
小
企

業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
の
交
付

決
定
を
受
け
た
事
業
者
に
対
し
、

市
独
自
の
補
助
金
を
交
付
す
る

『
真
庭
市
中
小
企
業
等
緊
急
雇
用

安
定
対
策
補
助
金
』
制
度
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
経
済
状
況
の
回

復
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平

成　

年
度
も
引
き
続
き
制
度
を
継

��
続
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
詳
し

く
は
、
商
工
観
光
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

商
工
観
光
課

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

職
業
相
談
や
職
業
紹
介
業
務
な

ど
を
行
う
真
庭
市
地
域
職
業
相
談

室
（
真
庭
市
役
所
第
�
庁
舎
内
）

は
、
�
月
�
日
か
ら
「
真
庭
市
ふ

る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」
に
名
称

を
変
更
し
ま
す
。
業
務
の
内
容
は

従
来
ど
お
り
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

�������

���������

�日　清明
��日　穀雨
��日　昭和の日

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

�
月
�
日
〜�

日
ま
で
の�

日
間

��

��

木
造
住
宅
耐
震
診
断
費
用

あ
な
た
の
家
は
大
丈
夫
？

窓
口
負
担
が
据
え
置
き
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
方
へ

真
庭
市
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
、
�
月　

日
で
終
了
し

��

ま
し
た
。
接
種
し
た
人
で
接
種
費

用
の
償
還
払
い
が
発
生
す
る
人
は

早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

国
が
示
す
優
先
接
種

者
（
生
活
保
護
世
帯
・
非
課
税
世

帯
）
で
接
種
費
用
を
支
払
わ
れ
た

人
、
妊
婦
・
基
礎
疾
患
が
あ
る
人
、

�
歳
か
ら
小
学
校
�
年
生
・
�
歳

未
満
児
の
保
護
者
な
ど
で
市
外
医

療
機
関
で
受
け
た
人

■
請
求
締
め
切
り　

�
月　

日
�

��

■
問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
健
康

推
進
課
（
℡
�
�
�
�（　

）�
�

��

�
�
）
ま
た
は
振
興
局
・
各
支
局

市
民
福
祉
課

安
定
対
策
事
業
を
延
長
し
ま
す

真
庭
市
中
小
企
業
等
緊
急
雇
用

��
�落合病院（内）・落合
�����������		
�中山病院（外）・久世
����������	�

�米田医院（内）・勝山
����������	
�
���
�勝山病院・勝山
����������	�	
�まにわ整形外科（外）・久世
����������	��
�廣恵医院・北房
�������������
���
�河本病院・落合
����������	�	
�中井医院（内）・勝山
�������������
���
�近藤病院・勝山
������������	
�岸本医院（外）・久世
�����������	

�牧原医院（外）・北房
������������	
���
�金田病院・落合
���������		
	
�石賀医院（内）・八束
������������	
�
��
�湯原温泉病院・湯原
�������������
�イケヤ医院（内）・久世
����������	��
�さくもとクリニック（外）・北房
�����������		
��
�落合病院（内）・落合
�����������		
�金田病院（外）・落合
���������		
	
�宮島医院（内）・勝山
������������	
��
�勝山病院・勝山
�������������
�杉山医院（内）・久世
���������	�
�
�吉弘クリニック（内）・北房
������������	
��
�河本病院・落合
�������������
�片岡医院（内）・湯原
����������	��

����
申し込み・問い合わせ先　
商工観光課　℡����-��-����

起業から店舗改築まで支援

真庭市の商工業支援制度
◆「起業支援事業」
◆「個店の魅力アップ推進事業」

　産業振興と活性化を目的とし、
独創性と発展性をもって起業する
人に補助金を交付します。
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◆「真庭市商工業融資制度」
　市内の商工業者の資金調達を支
援するため融資制度を設けていま
す。

◆「真庭市住宅 リ フォーム補助金」
　平成��年度より、市内業者によ
る住宅のリフォームに対して支援
します。


